
沖縄大学連繋(携)講座
異文化を理解するために～｢食｣の違いについて考えてみる～
	【全３回講座】
｢和食｣がユネスコ無形文化遺産に登録された。
[bookmark: _GoBack]訪日する観光客も年々増加しており、｢和食｣を目的にしている訪日観光客もみられる。移住を含めた在留外国人も増加しているが、同時に｢宗教｣の戒律に基づいて食事に制限のある外国人も多くみられる。
・かつて沖縄は独立国であり、｢琉球料理｣が外交の場で提供されてきた。
｢和食｣と｢琉球料理｣の違いは何か。
・｢宗教｣上の食事の制限にホテル､学校等はどのように対応しているのか｡
　 ・多様な食文化をもつベトナム。
留学生とともに料理を作りながら、ベトナムの食文化の背景と特色を学ぶ。

【第1回】新島　哲太郎氏(管理栄養学科教授)
➀世界の中の「琉球料理」　11月19日(水)　19:00～20:30
「琉球料理」と「沖縄料理」の違いや、各国・地域の料理について、ユネスコ無形文化遺産の登録状況の視点から話をしてみる。
琉球料理は和食に入るか
琉球料理と沖縄料理の違い
欧米･アジアとの｢食｣の違い
中国･ヤマトゥと交流してきた｢琉球料理｣｡
｢日本料理｣との違い､独自性、そして｢沖縄料理｣へと変遷してきた｡まずは｢琉球･沖縄｣の食文化について学ぶ｡

【第2回】喜屋武ゆりか氏(管理栄養学科准教授）　
②宗教の中の「食」　11月26日(水)　19:00～20:30
イスラム教、ヒンドゥー教、仏教といった宗教ごとの食事規定(タブー)に関する紹介。
世界の宗教にみられる食の決まりや背景を紹介し、「宗教」とヴィーガン、ベジタリアン等の「主義」の違いにも触れる。あわせて、沖縄における宗教食・ベジタリアン対応の現状も紹介する。

【第3回】天野 裕子氏(国際コミュニケーション学科講師)
沖縄大学への留学生４名
③ベトナム料理で交流会　11月29日(土)　10:00～13:00
　日本における在留外国人数２位のベトナム社会主義共和国｡
ベトナムの食文化は、隣国の中国や、かつてのフランスの植民地時代の影響を受けながらも、独自の発展を遂げてきた。ベトナム人留学生とともに、ベトナム風揚げ春巻きとベトナム風サラダを調理し、多様な文化が交わるベトナムの食文化について学ぶ。

	定　員　　　①②40名，③16名　※先着順｡達し次第締め切り
受講料　　　無料，ただし③は材料費1,000円徴収
場　所　　　まーいまーいNaha　ホール及び調理室



